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日程は変更する場合があります。直前にお電話などでご確認ください。

○会議はいずれも午前10時から

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。

傍聴にお越しください

  6月定例会予定

6月19日（水）の議会運営委員会は午後1時30分から

●本会議
　６月12日（水）・13日（木）14日（金）・26日（水）
●委員会  （別室で音声のみ）
　【議 会 運 営 委 員 会】６月６日（木）・19日（水）
　【事業厚生常任委員会】６月19日（水）
　【総務文教常任委員会】６月20日（木）

ひまわりド ムとさくら
学 学

・写真提供・写真提供
　山の手台　　山の手台　甲甲
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木木
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　平成25年３月定例会は、３月６日（水）に開会、３月28日（木）に閉会しました。この議会では、
町長提案34件、委員会提案１件、議員提案５件を可決しました。

要
綱
等
に
よ
り
設
置
し
て
い

る
会
議
体
に
つ
い
て
地
方
自

治
法
第
138
条
の
４
第
３
項
に

基
づ
き
条
例
化
す
る
も
の
。

町
長
の
附
属
機
関
11
及
び
教

育
委
員
会
の
附
属
機
関
３
。

平
成
25
年
4
月
1
日
施
行
。

附
属
機
関
条
例
の
制
定
に
伴

い
、
委
員
報
酬
の
額
を
規
定

す
る
。

行
政
改
革
審
議
会

会
長　

日
額
８
，２
０
０
円

委
員　

日
額
７
，７
０
０
円
等

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を

主
要
な
施
策
と
位
置
付
け
、

町
、
町
民
、
事
業
者
及
び
教

育
関
係
者
が
協
働
し
て
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
す
た
め
の
条
例
。

平
成
25
年
４
月
１
日
施
行
。

泉
州
南
消
防
組
合
の
業
務
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
一
部
改
正
等
の

必
要
が
生
じ
た
た
め
に
提
出

す
る
も
の
。

平
成
25
年
4
月
1
日
施
行
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

４
，９
８
６
万
４
千
円
を
減

額
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
１
６
億
１
，

１
３
１
万
５
千
円
と
す
る
も

の
。

●
歳
入
で
は
、個
人
町
民
税

６
０
０
万
円
、社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
３
，９
０
５

万
６
千
円
、た
め
池
等
整
備

事
業
補
助
金
２
，１
２
５
万

円
、農
業
施
設
災
害
復
旧
費

補
助
金
１
，２
９
２
万
４
千

円
、公
園
整
備
事
業
債
２
，０

３
０
万
円
、中
央
小
学
校
改

築
事
業
債
２
，７
４
０
万
円

等
の
増
額
。学
校
施
設
環
境

改
善
交
付
金
２
，４
４
７
万

６
千
円
、公
共
施
設
整
備
基

金
繰
入
金
４
，１
０
０
万
円
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
１
億

３
，３
９
５
万
９
千
円
、農
業

施
設
災
害
復
旧
事
業
債
１
，

５
２
０
万
円
等
の
減
額
。

●
歳
出
で
は
、
職
員
退
職
手

当
５
２
６
万
７
千
円
、
た
め

池
等
整
備
事
業
２
，
７
０
６

万
９
千
円
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業（
公
園
費
）

６
，
０
２
４
万
３
千
円
等
の

増
額
。
電
子
計
算
機
管
理
運

営
事
業
１
，
３
９
７
万
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

繰
出
事
業
１
，
２
７
２
万
５

千
円
、
民
間
保
育
所
助
成
事

業
１
，
１
１
０
万
９
千
円
、

保
育
所
運
営
事
業
１
，
２
３

９
万
２
千
円
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
１
，
４

０
０
万
円
、
道
路
新
設
改
良

事
業
１
，
８
０
４
万
２
千
円
、

小
学
校
改
築
事
業
２
，
３
３

７
万
５
千
円
等
の
減
額
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
本
部
の
設
置
に
関
し
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

の
条
例
。

　

対
策
特
別
措
置
法
の
施
行

の
日
か
ら

　

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政

令
の
公
布
、
施
行
に
伴
い
関

係
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

　

国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課

限
度
額
を
引
き
上
げ
（
49
万

円
か
ら
51
万
円
）、
応
能
負

担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
、

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

　

第
2
次
地
方
主
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
公
営
住
宅

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
町

営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

第
2
次
地
方
主
権
一
括
法
の

施
行
に
よ
り
、
道
路
法
及
び

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る

法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準

等
を
条
例
で
定
め
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

泉
州
南
消
防
組
合
の
設
立

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例（全

会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

（
全
会
一
致
）
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附
属
機
関
条
例

（
全
会
一
致
）

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

（
全
会
一
致
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例

（
全
会
一
致
）

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
賛
成
多
数
）

町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

道
路
の
構
造
の
技
術
的

基
準
等
を
定
め
る
条
例

（
全
会
一
致
）

非
常
勤
特
別
職
職
員
報
酬

等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例      （
全
会
一
致
）

地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

の
実
現
に
向
け
て
新
た
な

障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講

ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）



町
立
第
４
保
育
所
）
を
無
償

譲
渡
す
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
２
，５
０
８
万
１
千
円
を

減
額
し
、10
億
８
，７
５
７
万

５
千
円
と
す
る
も
の
。　

決

算
見
込
み
減
、落
札
減
な
ど

に
よ
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

68
万
８
千
円
を
追
加
し
、
51

億
２
，
１
４
１
万
７
千
円
と

す
る
も
の
。

　

保
険
証
個
人
カ
ー
ド
化
の

清
算
額
に
よ
る

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

３
０
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、

４
億
２
，
４
０
６
万
２
千
円

　

第
2
次
地
方
主
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
河
川
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
準
用
河
川

管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術

的
基
準
を
条
例
で
定
め
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

　

第
2
次
地
方
主
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
都
市
公
園

法
及
び
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
都
市

公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら

　

町
有
財
産
（
建
物
）
ア
ト

ム
保
育
所
（
旧
町
立
第
６
保

育
所
）
さ
く
ら
保
育
所
（
旧

と
す
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

１
７
９
万
５
千
円
を
追
加
し
、

25
億
２
，
５
２
１
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。

　

営
業
外
収
益
の
予
定
額
を

60
万
円
追
加
し
企
業
債
を
６
，

７
０
０
万
減
額
す
る
も
の

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令

及
び
国
民
健
康
保
険
の
国
庫

負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る

政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
が
、
そ
れ

ぞ
れ
１
，
８
３
１
万
３
千
円

増
額
さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ

れ
１
１
６
億
２
，
９
６
２
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
歳
入
で
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
推
進
事
業
費
補
助
金
７

１
６
万
２
千
円
、
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
３
５
４
万
６
千

円
、
平
成
２
５
年
度
事
業
の

前
倒
し
と
し
て
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
５
５
７
万

４
千
円
、
震
災
対
策
推
進
事

業
補
助
金
２
０
３
万
１
千
円

の
増
額
。

●
歳
出
で
は
、
交
通
安
全
施

設
整
備
事
業
７
１
６
万
３
千

円
、
平
成
25
年
度
事
業
の
前

倒
し
と
し
て
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
１
，
１
１

５
万
円
の
増
額
。

　

平
成
24
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

で
、
平
成
25
年
度
事
業
の
前

倒
し
と
し
て
計
上
し
た
、（
歳

入
）
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
５
５
７
万
４
千
円
、（
歳

出
）
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
１
，
１
１
５
万
円

を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
す
る
も
の
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

消
防
広
域
業
務
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
総
務
文
教

常
任
員
会
の
所
管
か
ら
消
防

本
部
を
削
除
す
る
。

　

現
議
員
の
任
期
満
了
ま
で

の
間
、
５
％
ず
つ
減
額
す
る

も
の
。

議
長
報
酬　

33
万
２
千
円
。

副
議
長
報
酬　

30
万
４
千
円
。

議
員
報
酬　

28
万
5
千
円
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

　

町
政
に
関
す
る
調
査
研
究

そ
の
他
の
活
動
を
よ
り
活
発

に
行
え
る
よ
う
、
政
務
活
動

費
の
交
付
を
四
半
期
か
ら
半

期
に
改
正
す
る
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

「
春
が
来
た
」

写
真
提
供
：
山
の
手
台　

森も
り
脇わ
き
和か
ず
利と
し
様
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準
用
河
川
管
理
施
設
等

の
構
造
の
技
術
的
基
準

を
定
め
る
条
例

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（

全
会
一
致
）

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
25
年
度
熊
取
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

（
全
会
一
致
）

平
成
24
年
度
熊
取
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）

（
全
会
一
致
）

都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）

議
会
政
務
活
動
費
交
付

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例   （
全
会
一
致
）

町
有
財
産
の
無
償
譲
渡

に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

議
会
議
員
報
酬
の
特
例

に
関
す
る
条
例

（
全
会
一
致
）



　

平
成
10
年
度
か
ら
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
で
、

町
議
会
に
お
い
て
も
議
員
定
数
を
20
人
か
ら
14
人

と
3
割
削
減
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
長
引
く
厳

し
い
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
、
任
期
満
了
ま
で
の
間

約
５
％
ず
つ
減
額
し
、
議
員
自
ら
が
率
先
し
て
、

更
に
行
財
政
改
革
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で
、
府
内
８
町
の
議

会
議
員
報
酬
の
平
均
額
と
本
町
の
議
員
報
酬
を
比

較
す
る
と
、
議
長
職
及
び
議
員
職
で
は
５
，４
０

０
円
及
び
１
，０
０
０
円
下
回
り
、
副
議
長
職
で

は
１
，３
０
０
円
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

府
内
９
町
で
比
較
す
る
と
、
本
町
の
人
口
は
一

番
多
く
、
議
員
報
酬
の
額
は
、
ほ
ぼ
平
均
的
な
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
議
長
報
酬

　

35
万
円
↓
33
万
2
千
円

○
副
議
長
報
酬

　

32
万
円
↓
30
万
4
千
円

○
議
員
報
酬

　

30
万
円
↓
28
万
5
千
円
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日本共産党
　今回の改正は、医療分を２万円引き上げ国基準と同様、
介護分支援分合計 77 万円にするという内容です。
　国保運営協議会の説明資料では、賦課限度額引き上げに
よる増収分が限度額に達するまでの中間所得層の保険料軽
減につながるとされています。しかし、医療費が増大し、
今年度も料率がひきあげられ、軽減分以上になるのではと
懸念します。このような状態でいくら限度額を引き上げて
も収納率は悪くなり、制度そのものが成り立たちません。
　６年連続の限度額引き上げで、６年間に 19 万円もの引
き上げとなっています。
　根本的な解決のためには国の制度を見直す必要がありま
すが、現行制度の枠内で、一般会計からの繰り入れをふや
し、保険料減免の拡充を図ることが必要です。
　限度額引き上げは、応能負担の適正化ではなく、高所得
者ではない中所得層の負担増の改定であり、このような保
険料抑制はすべきではありません。

熊取公明党
　国民健康保険は納めた保険料の多少にか
かわらず、誰もが同じ内容の給付を受ける
事になっている。限度額が上がる事によっ
て、限度額超過となっている世帯の保険料
は増えるが、中間所得世帯の保険料は軽減
される。今回、国保加入世帯６１１１世帯
中１１５世帯（約 1.8％）は保険料が上が
るが、４５２０世帯（約 73・9％）は下がり、
１４７６世帯（約24％）は影響がない。よっ
て、今回の条例改正は弱者救済策。一般会
計から法定外の繰り入れをすれば、事業に
しわ寄せがくる。
　特定健診やがん検診の受診率向上、ジェ
ネリック医薬品の推奨等、医療費抑制に積
極的に取り組まれる事を要望し賛成する。

3月定例会審議案件

議
員
名

服部 佐古 藤本 鱧谷 江川 重光 矢野 田中 鈴木
議長 白間 渡辺 奥野 坂上

会
派 新政 一新 龍馬 共産 共産 龍馬 一新 新政 新政 公明 公明 龍馬 共産

国民健康保険条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

平成25年度熊取町一般会計予算 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

平成25年度熊取町国民健康保険
事業特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

平成25年度熊取町後期高齢者
医療特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ×

備考：（共産）日本共産党熊取町会議員団、（新政）新政クラブ、（一新）一新の会、（公明）熊取公明党、（龍馬）泉州龍馬の会

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

議
会
議
員
報
酬
を

削
減
し
ま
す

反対討論 賛成討論

国民健康保険条例の一部を改正する条例を可決



　

３
月
８
日
の
本
会
議
に
お

い
て
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予

算
ほ
か
７
件
の
審
査
を
３
月

18
日
・
21
日
に
開
催
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
一
般
会
計
予
算
で
は

可
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長

裁
決
で
可
決
。
土
地
取
得
特

別
会
計
予
算
ほ
か
６
件
の
結

果
は
、
賛
成
多
数
又
は
賛
成

全
員
で
可
決
し
、
議
長
に
報

告
し
た
。委員長

副委員長
田 中 正 旗
重 光 俊 則
服 部 脩 二
藤 本　　 龍
江 川 慶 子
矢 野 正 憲
白 間 泰 男

予算審査特別委員会委員
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予算額 前年度対比（％） 主　な　内　容

土地取得特別会計 99万7千円  14.2% 土地開発基金に係わる利子

下水道事業特別会計 12億536万2千円  8.3% 下水道整備

国民健康保険事業特別会計 52億1,680万円  8.2% 保険給付費、共同事業拠出金等　被保険者数：11,350人

後期高齢者医療特別会計 4億2,271万9千円  0.8% 被保険者数：3,983人

介護保険特別会計 26億7,659万7千円  6.4% 被保険者数：10,187人　　認定者：1,792人

墓地事業特別会計 1,012万1千円 △ 7.5%

水道事業会計 14億6,123万8千円  7.0%

平成25年度　一般会計歳入歳出予算

平成25年度予算が可決されました

歳入予算額 113億3,209万5千円 歳出予算額 113億3,209万5千円

平成25年度　特別会計歳入歳出予算

総務費
14.3％

民生費
37.1％

衛生費
10.8％

土木費
9.6％

教育費
10.0％

公債費
11.8％

その他　6.4％

町税36.8％

地方交付税
20.3％

国庫支出金
9.8％

府支出金
6.9％

繰入金　5.7％

町債　9.6％

その他10.9％

歳入 予算額 歳出 予算額
町税 ４１億６，４７３万１千円 総務費 １６億１，９００万１千円
地方交付税 ２３億円 民生費 ４２億９４１万４千円
国庫支出金 １１億１，３４１万９千円 衛生費 １２億２，３６６万８千円
府支出金 ７億８，７４７万３千円 土木費 １０億９，０１０万９千円
繰入金 ６億４，７０６万４千円 教育費 １１億３，８５３万円
町債 １０億８，７５０万円 公債費 １３億３，１９２万４千円
その他 １２億３，１９０万８千円 その他 ７億１，９４４万９千円
合計額 １１３億３，２０９万５千円 合計額 １１３億３，２０９万５千円



 

日
本
共
産
党

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

保
険
料
軽
減
の
た
め
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

検
討
さ
れ
た
い
。
減
免
制
度

と
一
部
負
担
金
減
免
の
拡
充

を
。
資
格
証
明
書
や
短
期
証

の
発
行
は
極
力
抑
え
、
き
め

細
か
い
納
付
相
談
を
実
施
さ

れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

保
険
料
減
免
制
度
を
拡
充

し
使
い
や
す
い
制
度
に
。
社

会
福
祉
法
人
の
利
用
料
減
免

制
度
と
と
も
に
、
住
民
へ
周

知
に
努
め
ら
れ
た
い

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
が
ふ
え
れ
ば

保
険
料
が
上
が
る
と
い
う
制

度
で
は
破
綻
す
る
。
国
へ
後

期
高
齢
者
医
療
は
や
め
る
よ

う
要
望
を
強
め
ら
れ
た
い
。

上
水
道
事
業
特
別
会
計
、　

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

低
所
得
者
な
ど
へ
の
減
免

制
度
を
。
ま
た
、
未
整
備
区

域
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
整

備
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

 

熊
取
公
明
党

　

１
点
目
は
、
高
齢
者
福
祉

の
展
開
で
す

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

介
護
予
防
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
さ
れ
た
い
。
特
に
「
特

別
介
護
保
険
予
算
」
に
対
し

福
祉
用
具
購
入
費
や
住
宅
改

修
費
を
「
償
還
払
い
」
か
ら

１
割
自
己
負
担
の
「
受
領
委

任
払
い
」
へ
利
用
者
の
負
担

軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

　

２
点
目
と
し
て
「
熊
取
町

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き

耐
震
管
へ
の
敷
設
替
え
を
評

価
し
た
い
。
町
全
体
を
対
象

に
老
朽
管
か
ら
耐
震
管
へ
の

敷
設
替
え
を
埋
設
す
る
に
あ

た
り
、
国
庫
補
助
を
大
い
に

活
用
し
推
進
さ
れ
た
い
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
大
久
保
・
小
垣
内
・
大

宮
地
区
で
面
整
備
本
年
度
人

口
普
及
率
76
・
７
％
を
評
価

し
た
い
。
し
か
し
、
下
水
管

を
埋
設
し
て
も
下
水
管
接
続

を
し
な
い
住
民
に
対
し
積
極

的
勧
奨
を
図
ら
れ
た
い
。

特
別
会
計
へ
の

意
見
・
要
望

　
　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

は
、
熊
取
町
内
の
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
、
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
が
、
軽
犯
罪

等
の
発
生
状
況
を
問
う
。

答　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は

女
児
行
方
不
明
事
案
を
受
け

発
足
し
た
経
緯
が
あ
る
。
発

足
以
前
は
、
年
間
約
１
０
０

０
件
の
軽
犯
罪
が
発
生
し
て

い
た
が
、
平
成
23
年
度
の
実

績
で
は
約
４
０
０
件
に
、
６

割
減
少
し
て
い
る
。

問　

女
児
行
方
不
明
事
案
か

ら
10
年
経
過
す
る
。
熊
取
町

と
し
て
、
風
化
を
さ
せ
な
い

対
策
は
講
じ
る
の
か
。

　
　

事
案
か
ら
10
年
を
経

過
す
る
こ
と
で
、
熊
取
町

と
し
て
も
、
当
然
な
が
ら

風
化
を
防
ぐ
た
め
、
情
報

収
集
、
ビ
ラ
配
布
の
協
力

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

大
会
な
ど
の
施
策
を
考
え

て
い
る
。

問　

熊
取
町
は
津
波
の
心
配

は
な
い
が
、
貯
水
量
が
多
い

「
た
め
池
」
が
多
く
存
在
す

る
。
原
子
炉
実
験
所
や
原
燃

工
に
影
響
は
な
い
か
。

答　

原
子
炉
実
験
所
周
辺
に

は
弘
法
池
、
原
燃
工
周
辺
に

は
坊
主
池
が
あ
る
。
平
成
25

年
度
平
成
26
年
度
に
府
が
実

施
を
す
る
堤
体
の
耐
震
調
査

に
合
わ
せ
、
決
壊
し
た
場
合

の
下
流
へ
の
影
響
度
を
示
す

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
。
弘
法
池
・
坊
主
池
が
決

壊
し
て
も
、原
子
炉
実
験
所
・

原
燃
工
に
は
影
響
は
無
い
と

考
え
て
い
る

問　

低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
に
つ
い
て
国
基
準
に
該
当

す
る
世
帯
数
は
？

答　

約
２
５
２
１
世
帯
。
軽

減
相
当
額
を
国
・
府
・
町
で

補
て
ん
す
る
。

　
　

消
防
が
広
域
化
さ
れ

る
。
職
員
数
は
ど
う
な
る

か
？

答　

消
防
職
員
で
49
名
が
減

と
な
る
。
全
体
で
３
７
７
人

が
３
２
６
人
と
な
る
。

問　
「（
仮
称
）
教
育
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

に
際
し
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を

こ
の
会
館
で
、
で
き
な
い

か
？

答　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」は
現
在
、

中
央
学
童
保
育
所
で
事
務
業

務
を
行
っ
て
い
る
。「（
仮
称
）

教
育
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
の
業
務
は
、
検
討

し
て
み
る
。

問　

私
立
民
間
保
育
所
（
ア

ト
ム
・
さ
く
ら
）
は
、
議
会

で
承
認
さ
れ
施
設
無
償
譲
渡

し
た
。
東
学
童
保
育
所
を
約

５
千
万
円
で
新
設
す
る
。
老

朽
化
が
進
む
と
他
の
施
設
も

整
備
が
必
要
と
な
る
。
民
間

保
育
所
と
同
じ
く
無
償
譲
渡

出
来
な
い
の
か
？

答　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、

委
託
事
業
で
は
な
く
補
助
事

業
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

無
償
譲
渡
は
、
現
在
考
え
て

い
な
い
が
、
財
政
的
課
題
が

考
慮
さ
れ
る
場
合
は
、
議
会

の
議
決
案
件
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

法
人
税
収
入
が
大
幅
に

減
少
し
た
理
由
は
。

答　

町
内
の
上
位
２
社
の
法

人
税
が
減
少
し
た
。

問　

下
水
道
事
業
で
、
管
渠

埋
設
工
事
費
１
億
７
，７
０

０
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
実

施
場
所
は
明
示
で
き
な
い

か
。

答　

交
付
金
決
定
後
に
工
事

場
所
の
地
図
を
お
示
し
す

る
。

安全パトロール隊
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

お
け
る
主
な
質
問

問

問

問 問

問問

問

問答

答

答 答 答

答答答

答問



 

熊
取
公
明
党

１
．
国
も
約
１
，２
０
０
兆

円
の
借
財
が
あ
り
、
今
後
、

地
方
交
付
税
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
見
直
し
が
予
想
さ
れ

る
。
無
駄
な
予
算
を
削
減
し
、

第
２
次
行
財
政
構
造
改
革

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
着
実
に
実
行
さ
れ
た
い
。

２
．
子
宮
頸
が
ん
検
診
や
乳

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

で
更
な
る
受
診
率
向
上
を
図

ら
れ
た
い
。
大
腸
が
ん
や
胃

が
ん
に
も
早
期
発
見
に
努
め

ら
れ
た
い
。「
側
弯
症
の
脊

柱
検
診
」
に
有
効
な
モ
ア
レ

検
査
の
導
入
を
図
ら
れ
た
い
。

３
．
全
小
中
学
校
に
対
し
、

猛
暑
環
境
で
の
勉
学
は
能
率

も
あ
が
ら
な
い
。
最
上
階
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
検
討

さ
れ
た
い
。

４
．
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
は
、（
仮
称
）

教
育
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
支
援
と
し
て
活
動
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

５
．
通
学
路
つ
い
て
、
国
が

支
援
す
る
「
防
災
・
安
全
交

付
金
」
を
活
用
し
、
対
策
個

所
を
Ｈ
Ｐ
や
町
広
報
誌
で
、

住
民
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

６
．
各
区
、
自
冶
会
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
取
り
替
え
補
助
を

町
主
導
で
推
進
さ
れ
た
い
。

７
．
本
町
の
「
地
域
防
災
計

画
」
を
早
急
に
大
災
害
に
備

え
、
見
直
し
を
図
ら
れ
た
い
。

 

泉
州
龍
馬
の
会

１
．
熊
取
町
の
健
全
な
行
財

政
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
絶
え
ま
ざ
る
経
費
削
減

検
討
努
力
が
必
要
で
、
中
西

町
長
は
町
長
選
挙
の
公
約
通

り
、
平
成
25
年
度
度
も
給
与

の
５
％
カ
ッ
ト
を
し
て
ほ
し

い
。

２
．
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
の
早
期
実
現
に
尽
力

し
て
ほ
し
い
。

３
．
安
全
通
学
路
の
確
保
の

た
め
に
政
府
の
補
助
金
を
活

用
で
き
る
よ
う
、
側
道
路
の

拡
幅
等
の
実
現
に
向
け
た
検

討
を
早
急
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

４
．
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

登
下
校
時
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
の
弱
点
を
カ

バ
ー
す
る
配
置
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

５
．
大
型
遊
具
付
の
公
園
設

置
計
画
に
は
反
対
の
立
場
で

あ
る
が
、
設
置
後
の
運
営
・

維
持
を
含
め
て
必
要
最
小
限

の
歳
出
と
な
る
よ
う
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

６
．
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
間
見
直
し
に
お
い

て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
募
集
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

７
．
各
地
区
の
老
人
憩
の
家

は
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場

所
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
で
、

早
期
に
耐
震
評
価
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

 

一
新
の
会

１
．「
転
入
促
進
策
」
若
年

世
代
の
熊
取
町
へ
の
転
入
・

定
住
促
進
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
実

施
。

２
．「
安
全
・
安
心
な
街
づ

く
り
」
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

子
ど
も
見
守
り
隊
等
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
更
な
る
支
援
。

３
．「
防
災
」
自
助
・
共
助
・

公
助
の
気
概
を
育
て
、
防
災

無
線
の
自
家
発
電
装
置
等
の

整
備
強
化
と
補
助
金
創
設
等

国
へ
の
働
き
か
け
。

４
．「
町
道
小
谷
穴
釜
線
」

早
期
改
良
完
了
に
向
け
鋭
意

推
進
。

５
．「
学
校
教
育
」
学
力
向

上
と
豊
か
な
心
の
醸
成
と
、

い
じ
め
等
き
め
細
か
な
取
組

の
推
進
。

６
．「
子
育
て
支
援
」
入
院

に
か
か
る
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
も
対
象
を
中
学
3
年
生

ま
で
拡
大
と
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
む
け
て
の
取
組
の
推

進
。

７
．「
買
物
弱
者
対
策
」
検

討
委
員
会
等
を
早
急
に
立
上

げ
買
物
弱
者
支
援
と
地
元
商

業
の
活
性
化
の
推
進
。

８
．「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
」
熊

取
町
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
の
広
報
支
援
の
更
な
る
拡

充
。

９
．「
子
ど
も
の
健
全
育
成

支
援
」
野
外
活
動
ふ
れ
あ
い

広
場
の
更
な
る
改
善
と
奥
山

雨
山
自
然
公
園
や
（
仮
称
）

え
い
ら
く
公
園
と
の
一
体
と

な
っ
た
取
組
推
進
。
有
事
に

備
え
第
１
避
難
所
の
学
校
で

防
災
訓
練
を
兼
ね
た
防
災
宿

泊
訓
練
の
検
討
。

10
．「
熊
取
ア
ト
ム
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
構
想
」
実
現
に

向
け
て
の
取
組
の
加
速
度
的

推
進
。

 

日
本
共
産
党

１
．
徴
収
率
向
上
に
努
め
る

こ
と
は
必
要
だ
が
生
活
困
難

に
陥
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
さ
れ
た
い
。

２
．
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
空

家
に
更
地
助
成
の
導
入
を
検

討
さ
れ
た
い
。

３
．
恒
常
的
な
職
務
は
正
職

に
。
超
過
勤
務
の
削
減
は
時

間
内
に
仕
事
が
終
わ
れ
る
よ

う
体
制
を
整
え
る
。

４
．
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が

保
健
、
福
祉
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
中
核
施
設
と
な
る
よ
う

職
員
配
置
、
土
日
開
館
な
ど

充
実
に
努
め
る
。

５
．
子
ど
も
医
療
制
度
は
通

院
を
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
さ

れ
た
い
。「
相
談
事
業
」
を

支
え
る
職
員
体
制
を
更
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
。

６
．
教
材
・
需
用
費
の
拡
充
。

父
母
負
担
の
軽
減
。
就
学
援

助
制
度
を
拡
充
し
支
給
を
早

く
す
る
こ
と
。

７
．
住
民
要
望
を
反
映
し
た

公
園
に
努
め
ら
れ
た
い
。

８
．
転
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
、
町
内
で
開
業
し
よ
う
と

す
る
若
い
世
代
へ
の
支
援
も

強
め
ら
れ
た
い
。

９
．
小
型
不
燃
ご
み
の
収
集

に
つ
い
て
は
定
期
回
収
を
検

討
さ
れ
た
い
。

10
．
住
民
訴
訟
に
つ
い
て
は

判
決
が
出
た
場
合
は
、
速
や

か
に
処
理
し
、
住
民
の
損
害

回
復
に
努
め
ら
れ
た
い
。

一
般
会
計
予
算
へ
の
意
見
・
要
望
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日本共産党議員団

反対討論
　地方交付税削減など歳入環境の厳しい中、一般会計予算
では、既存公園の改修事業を含む総合的な公園整備事業、
住宅リフォーム補助制度や耐震改修補助の上乗せ、東学童
保育所の大規模化に対応した移転・新築事業など評価でき
るが、重大な問題点がある。
　第一は、消防広域化を含む予算であること。広域化につ
いては、職員削減の危険性や、住民とのパイプである町議
会の意見が反映しにくくなる点など指摘してきた。
　第二は、国民健康保険に対する一般会計からの町独自の
繰り入れが少ないこと。保険料軽減のためには繰り入れ増
額がどうしても必要だ。
　第三は、臨時職員、嘱託職員への依存度が高いこと。と
りわけ保育所では正職員の３倍近くの臨時職員が雇用され、
担任など重要な仕事をこなしている。恒常的に必要な職種
は正職員を基本とすべき。以上の理由により反対である。
　国民健康保険事業特別会計については、一般会計からの
繰り入れを増やし、保険料減免制度の拡充など図るべきだ。
資格証明書などで圧力をかける方法も納得できない。後期
高齢者医療特別会計は、高齢者を差別する「後期高齢者医
療制度」そのものの廃止を求めている立場から反対である。
（下水道など、その他の特別会計予算は賛成）

泉州龍馬の会

反対討論
　平成25年度の熊取町の一般会計予算の特徴は、町税等の
収入が大きく減少しているが、歳出は前年度より4億590万
円増加し、113億3,209万円という過去5年間で最大規模に
なっている。
　このような状況下では、歳出をおさえるために最大限の
努力が必要である。予算員会等の審議においても、熊取町
では人、物、システム等いずれも現状のままで問題はない
という空気が感じられる。経費削減のための意識付けには
トップの姿勢が最も重要で、トップの決意を示すべく、中
西町長は町長選挙での公約通り、本年度も給与の5%カッ
トを行うべきである。
　京都府亀山市での集団登校中の死亡事故を機に、全国一
斉に通学路の安全点検が行われた。熊取町も、道路の拡幅、
側溝の蓋取付け等安全通学路の改善費用を大阪府及び国に
要請すれば、通学路を大幅に改善する補助金が確保された
と思われる。今からでも遅くはなく、町内の指摘ポイント
を見直し、必要な費用を大阪府及び国に申請するべきであ
る。
　平成25年度から（仮称）えいらく公園の開発事業や町内
の公園整備に総額で4億9,000万円をかけることが計画され
ている。これらの計画は安全通学路を確保し、若者転入策
を促進し、財政の安定化見通しが立った後に実施を検討す
べきである。

熊取公明党

賛成討論
　「子育てしやすい町づくり」として 10 億 6,055 万円の財
源を投入し、「（仮称）教育・子育て支援センター」の整備、
妊婦健診に対する公費助成、「こんにちは赤ちゃん事業」
や「ホームスタート事業」等の施策を評価、特に次の項目
を評価する。
　公明党は、３ワクチンの予防定期接種の恒久化を実現致
しました。今後とも子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診の
受診率向上に努められたい。
　道路舗装補修計画の促進、路側帯のカラー舗装、学校施
設非構造部材の事業計画の実施、木造住宅の耐震化診断、
自主防災組織の育成、通学時の防犯カメラの設置等を評価
する。
　「（仮称）えいらく公園、大原公園」の公園事業その他既
存公園を国からの社会資本整備計画総合交付金を活用し、
建設・整備する事を評価する。
　町道小谷穴釜線道路改良未整備区間事業の用地賠償、町
道貝塚日根野線改良事業、道路橋梁長寿命化修繕計画等を
評価する。

新政クラブ・一新の会

賛成討論
　歳入においては、国からの地方交付税が減少し、法人町
民税の減少により町税全体としても減少となり、厳しい歳
入環境の中で、財政調整基金からの繰入れが 3億 6,300 万
円必要となっている。このようなもとで、住民サービス向
上にかかる各種事業の実施に際し、国からの補助金・交付
金などを最大限に活用するとともに、町債の借入れにあ
たっては、元利償還金に対する交付税措置が手厚いものを
選択するなど、有効な財源確保に努められているところは
評価に値するものであります。
　歳出においては、無駄の排除と効率性の追求を念頭に
置き、経費削減に取り組み、平成 25 年度当初予算におけ
る重点的事項として「子育てしやすいまち」、「教育のま
ち」など町のブランドの確立を目指すとともに、「観光を
軸とした地域の活性化」、「転入促進策の展開」、「ホウ素中
性子捕捉療法を核とした地域の活性化」に取り組む予算を
計上されている。また、災害に強いまちづくりのため、役
場庁舎の耐震改修工事の実施、魅力ある公園づくりとして、
（仮称） えいらく公園や大原公園の整備、町道小谷穴釜線
改良事業の推進や修繕工事などの予算を計上し、消防業務
や福祉分野での一部事務について広域連携を推進し、「選
択と集中」の観点で事業・施策を充実させていることは評
価できる。
　今後、「第二次行財政構造改革プラン」に基づく取り組
みを実行しながら、「みんなが主役『やすらぎと健康文化』
のまち」の実現に向け、住民ニーズを的確にとらえたまち
づくりに努めていただきたい。

本会議での予算（　　）に対する討論一般会計
特別会計
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　皆さま、お忙しい中７人のモニターさんにご出席いただき、次のようなご意見をいただきました。

　•細かいところまで住民さんは望んでいるのか？取捨選択をするべきではないか？
　•議会で何が議論されているのか、わかる紙面づくりをしてほしい。
　•議会に感心を持ってもらうために、議会報告会で出された意見・要望を載せてい

るが、そのフォローをしてほしい。
　•子どもたちに議会を見てもらう。（日曜議会など）
　•高齢者社会を意識してほしい。文字を大きくしてほしい。
　•議案を全て入れているが、重要案件等のメリハリを付けてほしい。
　•一般町民の意見を入れてもらう。（犬の苦情など）
　•紙面のカラー化
　•改善化が進んでいると思う。
　•住民のみなさんの意見　特集号・・・小中学校生の作文を入れてみる・議員特派員制度など
　•インターネット・ホームページとの連携
　•議会としての役割、行政としての役割
　•住民からの投書箱・やわらかいニュースソース的なものも必要
　•興味のある方ない方の差は大きくある。遊び心があっても良いかもしれない。
　•駅下にぎわい館に勤めているが、「議会だより」は一向に減らない。
　•もっと身近な記事を載せてほしい。
　•特集号などテーマ別の記事の掲載
　•町民の方々と触れ合うような記事が必要ではないか。

４月８日にモニター会議を開催しました

～平成25年度「議会だより」モニターさんが決まりました～
モニターの方々
　　（敬称略・順不同）
中科武弘・高安正治
野原禮三・深野敏子
米田芳子・吉永みゆき
河添俊作・中西　直
岩本貞夫・清水春代
中島　稔

　平成23年度からのモニターの皆さまには引き続い
てご応募いただき、平成25年度は新たに４人のモニ
ターさんをお迎えして、総勢11名の皆さまから率直
なご意見を伺います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

（提出先：内閣総理大臣、財務大臣、経済産業大臣）

（提出先：内閣総理大臣、農林水産大臣）

（提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣）

意見書を採択

中小企業の再生・活性化策の充実・強化を求める意見書

配合飼料の価格高騰対策を求める意見書

次の意見書を全会一致で可決し、政府などの関係機関に提出しました。

ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の診断・治療の推進を求める意見書
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「
Ｉ
Ｔ
活
用
」な
ど
早
急
に
買
物
弱
者
対
策
実
施
を
！

わ
が
町
に
宿
泊
し
や
す
い
青
少
年
健
全
育
成
施
設
の
拡
充
を
！

学
校
で
の
防
災
宿
泊
訓
練
の
実
施
を
！

国
民
健
康
保
険
の
減
免
状
況
、周
知
方
法
は
？

国
保
料
は
引
き
下
げ
る
べ
き
。

特
定
健
診
を
魅
力
あ
る
検
査
項
目
に

佐
古　

員
規

鱧
谷　

陽
子

問　

野
外
活
動
ふ
れ
あ
い
広

場
の
今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
。

答　

テ
ン
ト
で
の
宿
泊
が
可

能
と
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

の
協
働
事
業
や
大
学
と
も
連

携
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

シ
ャ
ワ
ー
施
設
の
検
討

の
進
捗
は
？

答　

既
存
の
浄
化
槽
の
容
量

不
足
に
よ
り
難
し
い
。
次
年

度
に
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
快
適
な
利
用
を
目

指
し
た
い
。

問　

第
一
避
難
所
と
な
る
学

校
で
の
宿
泊
訓
練
は
？

答　

有
事
の
際
に
子
ど
も
達

の
心
構
え
等
有
効
と
考
え
る

が
、
宿
泊
機
能
の
な
い
学
校

で
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
課
題

が
多
く
困
難
と
考
え
る
。

問　

魅
力
あ
る
健
診
項
目
、

が
ん
健
診
と
の
セ
ッ
ト
が
健

診
率
を
上
げ
る
の
で
は
？

答　

基
本
項
目
に
加
え
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
検
査
を
実
地
し
て

い
る
。
増
や
す
こ
と
よ
り
受

診
勧
奨
通
知
や
必
要
性
を
宣

伝
し
て
い
く
。
が
ん
健
診
と

の
セ
ッ
ト
は
今
後
、
健
診
実

施
機
関
と
の
交
渉
を
踏
ま
え

つ
つ
同
時
実
施
が
可
能
か
検

討
し
た
い
。

問　

認
知
症
や
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
に
関
す
る
も
の
も
必
要

と
思
わ
れ
る
が
？

答　

特
定
健
診
は
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
は
介
護
予
防
の

た
め
健
康
度
調
査
を
実
地
。

存
商
店
の
活
性
化
も
含
め
関

係
者
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。

問　

煉
瓦
館
を
う
ま
く
活
用

で
き
な
い
か
？

答　

現
時
点
で
は
利
用
団
体

と
の
調
整
等
課
題
が
あ
る
。

問　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
組

の
検
討
は
で
き
な
い
か
？

答　

Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
等
を
活
用
し
た
取
組
に
は

費
用
等
課
題
が
あ
る
が
、国

の
補
助
金
活
用
も
含
め
て
実

施
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

問　

資
格
証
に
な
る
と
負
担

が
10
割
に
な
る
た
め
受
診
を

控
え
て
し
ま
い
重
症
化
す
る
。

資
格
証
の
発
行
を
や
め
受
診

の
機
会
を
保
障
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
？

答　

国
民
健
康
保
険
法
に
基

づ
き
お
こ
な
っ
て
い
る
。保

険
料
を
納
付
し
て
い
る
方
と

の
公
平
を
図
っ
て
い
る
。

問　

厳
し
い
生
活
実
態
に
即

し
て
国
保
料
を
引
き
下
げ
る

べ
き
で
は
？

答　

現
在
、政
府
に
お
い
て

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

の
改
革
項
目
に
つ
い
て
の
議

論
が
す
す
め
ら
れ
、国
民
健

康
保
険
の
低
所
得
者
保
険
料

負
担
軽
減
の
拡
充
や
財
政
基

盤
の
強
化
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

問　

少
子
高
齢
化
、大
型
店

舗
の
一
時
休
業
な
ど
か
ら
、

高
齢
者
や
子
育
て
中
の
方
等

へ
の
買
物
弱
者
支
援
策
に
つ

い
て
早
急
な
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
お
考
え
か
？

答　

代
替
店
舗
策
は
参
入
業

者
の
確
保
や
立
地
面
等
の
問

題
で
現
実
的
に
は
困
難
。ま

た
宅
配
策
と
し
て
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
情
報
提
供

や
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
利

用
促
進
や
案
内
も
実
施
し
て

い
る
。買
い
物
利
便
性
向
上

策
で
は
、ひ
ま
わ
り
バ
ス
を

４
路
線
化
し
、利
便
性
向
上

を
図
っ
て
い
る
。

問　

自
治
体
や
商
業
関
連
団

と
の
研
究
検
討
会
を
早
急
に

設
け
、実
践
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
？

答　

買
物
環
境
の
改
善
か
ら

も
必
要
と
考
え
る
。ま
た
既

問　

国
民
健
康
保
険
の
減
免

申
請
の
活
用
状
況
及
び
周
知

方
法
は
？

答　

平
成
24
年
度
の
保
険
料

減
免
は
所
得
減
少
に
よ
る
も

の
な
ど
66
件
、周
知
に
つ
い

て
は
、町
広
報
紙
、保
険
料
決

定
通
知
の
同
封
チ
ラ
シ
、町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て

い
る
。

問　

四
条
畷
市
の
減
免
は
所

得
減
少
20
％
か
ら
だ
が
、熊

取
町
は
30
％
か
ら
で
あ
る
。

減
免
を
拡
充
で
き
な
い
か
？

答　

保
険
制
度
は
助
け
合
い

の
制
度
な
の
で
個
別
に
対
応

さ
せ
て
も
ら
う
。

問　

一
部
負
担
金
減
免
は
、

入
院
だ
け
だ
が
通
院
に
も
、

ま
た
、生
活
保
護
基
準
だ
が
、

基
準
を
拡
大
で
き
な
い
か
？

答　

昨
年
4
月
の
制
度
改
正

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な

い
の
で
当
面
は
現
行
制
度
で

対
応
し
た
い
。
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防
災
対
策
に
つ
い
て
①
情
報
入
手
の
対
策
は
？
②
避
難
所
に

「
非
常
用
電
源
シ
ス
テ
ム
」を
設
置
す
べ
き
③
「
連
携
型
防
災
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
す
べ
き
④
山
林
火
災
の
対
策
は
？

生
活
保
護
の
基
準
の
見
直
し
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　

住
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

就
学
援
助
に
つ
い
て

学
校
で
の
体
罰
の
状
況
に
つ
い
て

服
部　

脩
二

江
川　

慶
子

村
が
共
同
で
運
用
し
て
い
る

「
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
」の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、機
能
連
携
の

構
築
も
一
部
予
定
さ
れ
て
い

る
。

問　

大
規
模
な
山
林
火
災
の

対
策
は
い
か
が
で
す
か
？

答　

本
年
四
月
か
ら
、泉
州

南
消
防
組
合
と
し
て
広
域
消

防
業
務
が
開
始
さ
れ
、山
林

火
災
に
は
泉
佐
野
市
や
泉
南

市
の
消
防
自
動
車
が
同
時
に

出
動
し
、万
全
を
期
す
る
体

制
で
す
。

　

消
防
施
設
に
つ
い
て
、奥

山
の
展
望
台
に
百
四
十
ト
ン

の
防
火
水
槽
を
、ま
た
、永
楽

ダ
ム
の
水
源
を
消
防
自
動
車

で
直
接
利
用
で
き
る
取
水
口

を
設
置
し
、山
林
火
災
用
高

圧
消
火
ポ
ン
プ
等
を
配
備
し

資
機
材
も
充
実
し
て
い
る
。

山
林
火
災
の
防
止
対
策
と
し

て
、パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
設

置
を
し
て
い
る
。

の
1.1
倍
が
対
象
だ
が
認
定
基

準
を
拡
大
す
る
こ
と
は
？

答　

認
定
基
準
の
引
き
上
げ

は
、地
方
単
独
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、町
負
担
が
増
え

る
の
で
難
し
い
。

問　

就
学
援
助
仮
認
定
制
度

の
創
設
で
第
１
回
の
支
給
期

日
を
現
在
の
７
月
下
旬
か
ら

４
・
５
月
ご
ろ
に
早
め
ら
れ

な
い
か
？

答　

仮
算
定
で
は
事
務
処
理

が
複
雑
と
な
り
適
正
な
事
務

の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

問　

体
罰
の
現
状
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
？

答　

体
罰
は
学
校
教
育
法
に

も
規
定
さ
れ
て
お
り
、あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
。保
護

者
等
か
ら
体
罰
や
不
適
切
な

指
導
の
相
談
が
あ
り
全
力
で

対
応
し
て
い
る
。

の
活
用
が
可
能
と
な
る
。「
非

常
用
電
源
シ
ス
テ
ム
」の
導

入
は
、環
境
省
が
実
施
す
る

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
推
進
基
金
事
業
」に
対

し
て
、意
向
の
あ
る
旨
の
申

し
出
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま

す
。

問　
「
連
携
型
防
災
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
は
、い

か
が
で
す
か
？

答　

一
つ
の
端
末
操
作
で
、

複
数
の
連
携
す
る
シ
ス
テ
ム

機
器
を
通
じ
て
、被
災
者
等

に
速
や
か
に
配
信
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、大
阪
府
と
各
市
町

問　
「
義
務
教
育
は
、こ
れ
を

無
償
と
す
る
」と
し
た
憲
法

第
26
条
と
関
係
法
に
基
づ
い

た
就
学
援
助
法
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
。文
部
科
学
省

は
２
０
１
０
年
か
ら
新
た
に
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ
費
、

生
徒
会
費
に
つ
い
て
も
対
象

の
拡
大
を
し
て
い
る
。本
町

も
求
め
る
が
い
か
が
か
。

答　

近
隣
市
町
が
対
象
に
し

て
い
な
い
こ
と
や
児
童
生
徒

の
教
育
活
動
と
の
係
り
が
薄

い
経
費
と
し
て
考
え
ら
れ
る

た
め
拡
大
は
難
し
い
。

問　

現
在
、生
活
保
護
基
準

問　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

被
災
者
が
情
報
を
入
手
す
る

対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
？

答　

災
害
時
に
重
要
な
情
報

を
正
確
に
、迅
速
に
、伝
達
す

る
た
め
、防
災
行
政
無
線
で

広
報
し
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
車
に
よ
る
広
報
、

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
掲
示
・

配
布
す
る
ほ
か
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
等
の
各
携
帯
電
話
会
社

と
契
約
し
、「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」、「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」で
、

本
町
の
災
害
・
避
難
情
報
を

配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
、多
様
な
ツ
ー
ル
の
活

用
を
検
討
す
る
。

問　

避
難
所
と
な
る
施
設
に

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
」と
「
蓄
電

池
」を
セ
ッ
ト
し
た
「
非
常

用
電
源
シ
ス
テ
ム
」を
設
置

で
き
な
い
か
？

答　

避
難
所
に
「
太
陽
光
パ

ネ
ル
」や
「
蓄
電
池
」を
設
置

す
れ
ば
、夜
間
の
照
明
や
情

報
を
収
集
で
き
る
ア
イ
テ
ム

問　

現
在
、国
に
よ
り
生
活

扶
助
基
準
等
の
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ

り
、就
学
援
助
、個
人
住
民
税

の
非
課
税
限
度
額
の
算
定
、

各
種
保
険
料
の
減
免
な
ど
影

響
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う
に

す
る
か
？

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
趣

旨
や
目
的
、実
態
を
十
分
考

慮
し
、で
き
る
限
り
影
響
が

及
ば
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
。

ま
た
国
は
３
年
程
度
の
激
変

緩
和
措
置
を
講
じ
る
と
し
て

い
る
。適
切
に
対
応
し
て
い

く
。
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転
入
促
進
策
の
財
源
確
保
の
た
め
暫
定
的
に
職
員
、議
員
の
給
料
・
報
酬
削
減
を
！

安
全
な
通
学
路
の
た
め
ゾ
ー
ン
30 

を
活
用
す
べ
き
！

納
税
環
境
の
整
備
の
た
め
来
年
度
も
派
遣
税
理
士
制
度
の
継
続
を
！

町
長
は
国
政
選
挙
で
特
定
個
人
を
応
援
し
た
の
は
な
ぜ
か
？

熊
取
町
は
早
急
に
安
全
通
学
路
の
整
備
を
す
る
べ
き
！

災
害
発
生
時
の
要
援
護
者
登
録
制
度
は
見
直
す
べ
き
！

藤
本　

龍

重
光　

俊
則

だ
け
を
指
定
す
る
規
制
は
出

来
な
い
。
時
速
30
㎞
の
速
度

規
制
で
対
応
し
た
い
。

　
　

鹿
児
島
県
日
置
市
で
は

小
学
校
周
辺
で
適
用
し
て
い

る
。
町
が
率
先
し
て
ゾ
ー
ン

30
を
適
用
す
べ
き
で
は
？

　
　

通
学
路
は
面
的
規
制
の

ゾ
ー
ン
30
は
難
し
い
が
、
地

元
の
要
望
が
あ
れ
ば
通
学
路

の
時
速
30
㎞
の
速
度
規
制
を

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

本
年
度
よ
り
住
民
税
確

定
申
告
会
場
で
近
畿
税
理
士

会
か
ら
税
理
士
の
派
遣
を
受

け
て
い
る
が
効
果
は
ど
う
か
。

　
　

制
度
改
正
に
よ
り
受
付

件
数
は
昨
年
と
同
様
で
一
昨

年
の
制
度
改
正
前
と
比
較
す

る
と
約
８
割
増
加
し
て
い
る

が
、
受
付
最
終
時
間
が
約
1

時
間
短
縮
さ
れ
る
効
果
も
出

て
お
り
納
税
者
か
ら
良
好
な

評
価
を
得
て
い
る
と
考
え
る
。

い
る
か
？

　

財
源
確
保
の
た
め

の
国
へ
の
補
助
申
請

は
？

　
　

平
成
25
年
度
に

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
す
る
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
活
用
で
き
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

　
　

現
在
の
登
録
者
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
？

　
　

町
内
対
象
者
は
平
成
25

年
1
月
現
在
４
，７
８
２
人

で
、
そ
の
う
ち
登
録
さ
れ
た

人
は
４
０
４
人
で
あ
る
。

　
　

現
在
の
制
度
は
実
際
上

機
能
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

見
直
す
べ
き
と
思
う
が
？

　
　

あ
く
ま
で
支
援
を
希
望

す
る
人
の
み
を
対
象
に
し
て

い
る
。自
治
会
の
自
助
・
共
助

の
中
で
要
支
援
者
が
把
握
さ

れ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
も
良
い
。

増
税
前
の
住
宅
購
入
の
駆
け

込
み
需
要
を
前
に
し
て
本
町

も
転
入
促
進
策
の
財
源
と
し

て
考
慮
し
た
ら
い
か
が
か
？

　
　

既
に
人
件
費
カ
ッ
ト
を

行
っ
て
お
り
、
職
員
の
士
気

が
下
が
る
の
で
し
な
い
。

　
　

ゾ
ー
ン
30
と
は
、
道
路

ご
と
で
は
な
く
、
住
宅
地
な

ど
特
定
の
区
域
内
で
車
の
最

高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
に
規

制
す
る
等
の
取
り
組
み
で
あ

る
が
、
国
庫
補
助
も
あ
る
の

で
安
全
な
通
学
路
の
整
備
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
？

　
　

ゾ
ー
ン
30
で
は
通
学
路

11
カ
所
で
、路
面
標
示
、路
側

帯
カ
ラ
ー
化
、カ
ー
ブ
ミ
ラ

ー
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
　

側
溝
の
蓋
設
置
、
道
路

の
拡
幅
な
ど
を
実
施
す
べ
き

個
所
に
つ
い
て
具
体
的
な
実

施
計
画
と
必
要
費
用
の
算
出

を
行
い
、
国
に
補
助
申
請
を

す
べ
き
で
あ
る
。
子
供
た
ち

に
い
つ
ま
で
も
我
慢
さ
せ
る

の
か
？

　
　

多
く
の
関
係
者
と
連
携

し
て
検
討
し
な
い
と
い
け
な

い
の
で
あ
る
程
度
の
時
間
が

か
か
る
。

　
　

町
内
の
道
路
橋
梁
の
長

寿
命
化
計
画
は
ど
う
な
っ
て

　
　

熊
取
町
職
員
給
料
は
本

町
の
民
間
企
業
と
比
べ
高
い

と
思
う
が
下
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　

本
町
の
民
間
企
業
の
給

与
水
準
は
公
表
さ
れ
て
い
な

い
た
め
対
比
で
き
な
い
。
し

か
し
、
人
事
院
が
官
民
格
差

の
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
人

事
院
に
よ
る
勧
告
に
沿
う
こ

と
に
よ
り
民
間
企
業
の
水
準

に
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　

国
は
地
方
に
対
し
て
交

付
税
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
給
料
を
国
と
同
等

の
平
均
7.8
％
の
削
減
す
る
よ

う
要
請
し
て
い
る
が
本
町
は

ど
う
す
る
の
か
？

答　

未
定
で
あ
る
。
超
過
勤

務
削
減
等
の
業
務
改
善
で
財

源
確
保
を
し
つ
つ
近
隣
市
町

村
の
動
向
を
見
て
対
応
す
る
。

　
　

加
西
市
で
は
一
般
職
員

全
員
の
賞
与
を
一
部
カ
ッ
ト

し
て
子
育
て
支
援
事
業
の
資

金
と
し
て
い
る
が
、
消
費
税

　
　

中
西
町
長
は
先
の
衆
議

院
選
挙
で
民
主
党
の
長
安
氏

の
応
援
さ
れ
た
が
、
そ
の
理

由
は
？
ま
た
、
民
主
党
が
大

敗
し
た
現
在
、
中
西
町
長
は
、

町
財
政
に
対
す
る
国
へ
の
支

援
要
請
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
心
づ
も
り
な
の
か
？

　
　

一
般
に
首
長
が
選
挙
応

援
を
す
る
場
合
は
現
職
候
補

者
を
応
援
す
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
他
の
候
補
者
へ
の
激

励
も
行
っ
た
。
今
後
の
国
へ

の
要
望
活
動
で
は
、
政
権
与

党
と
の
パ
イ
プ
作
り
に
も
努

め
て
い
く
。

　
　

平
成
24
年
に
熊
取
町
内

通
学
路
の
安
全
点
検
が
実
施

さ
れ
、
各
校
区
で
危
険
箇
所

と
改
善
要
望
が
ま
と
め
ら
れ

た
が
、対
策
は
ど
う
な
る
か
？

　
　

町
道
対
策
検
討
箇
所
は
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一
般
質
問

確
定
申
告
に
お
け
る
派
遣
税

理
士
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
町

長
の
個
人
応
援
に
つ
い
て

安
全
通
学
路
の
確
保
に
つ

い
て

道
路
橋
梁
の
長
寿
命
化
に

つ
い
て

災
害
発
生
時
の
要
援
護
者

登
録
制
度
に
つ
い
て

問

問

問

問問

問

問

問

問 答

答

答

答答

答

答

答

答

答 答

答

熊
取
町
職
員
給
与
に
つ
い
て

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て

問

問 問

側溝に蓋がなく、歩道もな
い紺屋－新野田間の町道



ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉
療
法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）で
企
業
誘
致
の
展
開
を
！

道
路
交
通
網
の
安
全
対
策
・
整
備
計
画
を
住
民
視
点
で
見
直
し
を
！

脊
柱
検
診
に
モ
ア
レ
検
査
導
入
を
！

路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
で
通
学
路
の
安
全
確
保
を
！

学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
落
下
防
止
対
策
を
！

期
日
前
投
票
の
簡
素
化
を
図
れ
！

熊
取
公
明
党　

白
間　

泰
男

渡
辺　

豊
子

に
信
号
機
を
設
置
予
定
。

問　

自
転
車
対
策
と
し
て
バ

イ
パ
ス
区
間
を
自
転
車
通
行

帯
と
し
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で

仕
切
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

答　

今
年
度
に
お
い
て
も
用

地
買
収
を
行
う
家
屋
が
数
件

あ
る
。
本
来
２
車
線
で
あ
る

が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
区
切

り
、
１
車
線
の
要
素
も
兼
ね

て
い
る
。
工
事
完
了
時
点
で

路
面
標
示
を
含
め
、
撤
去
す

る
か
、
路
側
帯
に
設
置
か
を

検
討
す
る
。

問　

地
震
等
発
生
時
に
お
い

て
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設

は
、
地
域
の
防
災
拠
点
。
学

校
施
設
の
体
育
館
等
の
非
構

造
部
材
（
天
井
材
、
内
装
、

照
明
器
具
、
窓
ガ
ラ
ス
等
）

の
耐
震
点
検
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
事
業

計
画
は
ど
う
か
。

答　

点
検
と
現
地
確
認
を

行
っ
た
。
今
後
は
国
の
補
助

制
度
が
手
厚
い
間
に
事
業
化

を
目
指
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

期
日
前
投
票
の
手
続
き

の
簡
素
化
と
投
票
率
向
上
を

図
る
た
め
に
、
宣
誓
書
を
入

場
整
理
券
の
裏
面
に
印
刷
し

た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

宣
誓
書
様
式
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
に
つ
い
て
、
次
回
参

議
院
選
挙
か
ら
の
実
施
を
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

答　

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

効
果
も
高
く
全
町
道
の
道
路

灯
に
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
灯

具
交
換
を
検
討
し
て
い
る
。

町
道
野
田
朝
代
線
交
差
点
に

信
号
機
を
設
置
、
五
門
和
田

交
差
点
は
警
告
看
板
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
で
対
処
し
て
い
る
。

問　

道
路
・
交
通
網
の
整
備

と
し
て
大
阪
外
環
状
線
の
整

備
計
画
は
進
捗
し
て
い
る
か
。

大
阪
岸
和
田
南
海
線
安
全
対

策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

府
道
泉
佐
野
打
田
線
か

ら
大
阪
外
環
状
線
の
第
２
期

工
事
区
間
の
早
期
着
手
に
向

け
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
大
阪
府

に
要
望
を
行
う
。

　

歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し

て
、
芦
谷
北
交
差
点
付
近
池

の
台
側
と
青
葉
台
側
に
歩
行

者
通
路
の
確
保
や
整
備
を
町

道
青
葉
台
１
号
線
交
差
付
近

カ
ラ
ー
舗
装
も
有
効
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　

経
済
的
か
つ
即
効
果
が

期
待
で
き
る
手
段
と
し
て
有

効
。
町
道
五
門
七
山
線
及
び

大
久
保
野
田
七
山
線
、
久
保

高
田
線
に
お
い
て
カ
ラ
ー
化

を
考
え
て
い
る
。
国
道
170
号

線
の
五
門
郵
便
局
か
ら
府
道

泉
佐
野
打
田
線
の
大
久
保
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
ま
で

の
歩
道
未
設
置
区
間
も
大
阪

府
に
要
望
し
、
カ
ラ
ー
化
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
。

問　

ホ
ウ
素
中
性
子
捕
捉
療

法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）
は
、
加
速

器
で
が
ん
治
療
が
出
来
る
先

進
医
療
で
す
。
い
か
に
す
れ

ば
、
具
体
的
施
策
で
関
連
企

業
誘
致
が
出
来
る
の
か
。

答　

京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
が
原
発
地
域
振
興
法
の
指

定
エ
リ
ア
を
生
か
し
Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
関
連
企
業
や
研
究
開
発
機

関
を
想
定
し
誘
致
を
進
め
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
実
用

化
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、

国
際
戦
略
総
合
特
区
の
指
定

も
あ
り
、
大
阪
府
と
連
携
し
、

府
税
・
町
税
負
担
を
軽
減
す

る
優
遇
税
制
も
検
討
す
る
。

問　

南
山
の
手
台
ト
ン
ネ
ル

の
出
入
り
口
付
近
の
道
路
灯

設
置
は
可
能
か
？
町
道
五
門

和
田
線
交
差
点
付
近
に
信
号

機
設
置
は
可
能
か
？

問　

学
校
保
健
安
全
法
で
は
、

側
わ
ん
症
を
中
心
と
す
る
脊

柱
検
診
の
実
施
を
定
め
て
い

る
。
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

写
真
を
撮
っ
て
ゆ
が
み
を
調

べ
る
モ
ア
レ
検
査
は
早
期
発

見
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

貝
塚
市
、
和
泉
市
、
泉
佐
野

市
で
は
モ
ア
レ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
本
町
も
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

答　

脊
柱
検
診
は
学
校
医
に

よ
る
触
診
、
視
診
。
モ
ア
レ

検
査
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

先
進
事
例
の
調
査
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　

昨
年
夏
、
全
国
で
通
学

路
の
緊
急
安
全
点
検
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
本
町
は
21
か
所

対
策
必
要
箇
所
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
対
策
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
路
側
帯
の

大阪岸和田南海線の自転車通行帯
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一
般
質
問

会
派
代
表
質
問
３
月（
予
算
）・
９
月（
決
算
）定
例
会
に
お
い
て

会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

本
町
の
企
業
誘
致
と
具
体
的

施
策
の
展
望
に
つ
い
て

脊
柱
側
わ
ん
症
の
早
期
発

見
に
つ
い
て

選
挙
投
票
率
向
上
と
経
費

節
減
の
推
進
に
つ
い
て

学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の

落
下
防
止
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

美
熊
台
南
山
の
手
線
の
安
全

対
策
と
整
備
計
画
に
つ
い
て

大
阪
岸
和
田
線
の
安
全
対
策

と
整
備
計
画
に
つ
い
て

自
転
車
対
策
の
仮
設
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
つ
い
て

問

問

問問

問

問

問

問 答

答

答答

答

答

答

答



熊
取
町
の
転
入
促
進
優
遇
策
や
子
育
て
支
援
・

教
育
施
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ

一
新
の
会　

矢
野　

正
憲

今
は
大
型
公
園
よ
り
安
全
通
学
路
確
保
に
重
点
を
置
く
べ
き
！

熊
取
町
庁
舎
耐
震
補
強
に
は
国
の
費
用
活
用
を
！

下
水
道
事
業
の
収
支
計
画
に
問
題
は
な
い
か
？

泉
州
龍
馬
の
会　

重
光　

俊
則

　

南
海
電
鉄
や
JR
、
新
関
空

会
社
な
ど
泉
州
地
域
の
大
手

企
業
や
町
内
事
業
者
に
も
協

力
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
来
年
４

月
に
消
費
税
率
が
引
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
住
宅
取

得
の
需
要
が
増
大
す
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
失
す
る
こ
と
な
く
、

時
宜
に
か
な
っ
た
戦
略
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

助
金
等
で
30
％
弱
が
財
源
に

な
る
。「
緊
急
防
災
・
減
債

事
業
債
」
を
選
択
し
た
場
合

は
全
体
の
60
％
が
確
保
で
き

る
。
今
後
よ
り
有
利
な
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　

平
成
25
年
度
に
一
般
会

計
繰
入
金
３
億
２
，５
３
３

万
円
、
町
債
２
億
８
，２
５

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
10
年
間
の
下
水
道

事
業
の
収
支
及
び
負
債
残
高

予
測
は
ど
う
な
る
の
か
？

答　

こ
れ
ま
で
国
庫
補
助
金

は
５
，０
０
０
万
円
で
あ
っ

た
が
、
平
成
24
年
度
以
降
、

国
庫
補
助
金
を
７
，５
０
０

万
円
ベ
ー
ス
で
事
業
を
計
画

し
て
い
る
。
一
般
会
計
繰
入

金
は
平
成
29
年
度
が
ピ
ー
ク

で
、
そ
の
後
減
少
す
る
。
地

方
債
残
高
は
利
子
が
減
少
し

元
金
償
還
額
が
増
加
す
る
の

で
、
年
々
減
少
し
て
い
く
。

答　
『
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
』

を
は
じ
め
、『
中
古
住
宅
取

得
費
補
助
』『
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
』『
木
造
住
宅
耐
震

改
修
補
助
』『
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補

助
』
な
ど
、
住
宅
に
関
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
新
た
に

創
設
し
、
様
々
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

　

熊
取
町
の
優
れ
た
住
環

境
・
特
徴
的
な
子
育
て
・
教

育
施
策
な
ど
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
た
『
住
む
な
ら
熊

取
』
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
堺
市
以
南
の
住

宅
展
示
場
・
住
宅
メ
ー
カ
ー
・

開
発
業
者
・
不
動
産
仲
介
業

者
な
ど
に
配
布
の
協
力
要
請

を
行
っ
て
い
る
。
同
時
に
岸

和
田
市
以
南
の
エ
リ
ア
で
広

く
配
布
さ
れ
る
地
域
新
聞
等
、

報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報
発

信
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。

強
基
本
設
計
は
ど
の
業
者
が

行
っ
た
の
か
（
あ
る
い
は
行

う
の
か
）？
そ
の
耐
震
補
強

の
内
容
及
び
費
用
の
妥
当
性

は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
認
さ

れ
る
の
か
？

答　

耐
震
工
事
実
施
設
計
は

大
阪
市
内
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
に
依
頼
し
て
い
る
。

工
事
費
の
う
ち
耐
震
補
強
は

約
1.7
億
円
で
、
残
り
は
非
常

用
発
電
機
な
ど
防
災
拠
点
と

し
て
の
機
能
確
保
を
目
的
と

し
て
い
る
。
財
源
に
関
し
て

は
、
国
の
社
会
資
本
整
備
交

付
金
を
選
択
し
た
場
合
、
補

問　

子
育
世
代
の
熊
取
町
へ

の
転
入
・
定
住
を
図
る
た
め
、

関
西
の
自
治
体
で
初
め
て
と

な
る
『
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
』

や
、『
住
む
な
ら
熊
取
』
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
Ｐ
Ｒ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ

る『
小
中
学
校
の
学
校
給
食
』

『
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
』

『
学
校
校
舎
の
耐
震
化
率

100
％
』・『
子
ど
も
の
安
全
対

策
』・『
学
習
支
援
』・『
泉
州

地
域
で
上
位
に
あ
る
妊
婦
健

診
助
成
』・『
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
』
な
ど
、
熊
取
町
が

他
市
町
と
比
べ
て
優
れ
て
い

る
施
策
を
、
町
内
外
を
問
わ

ず
、
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
べ
き
だ
。
そ
の
中
で
、

来
年
４
月
に
消
費
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
う

「
駆
け
込
み
需
要
」
を
し
っ

か
り
と
取
り
込
む
べ
き
だ
と

考
え
る
が
、
熊
取
町
と
し
て

の
戦
略
を
問
う
。

問　

歳
入
が
減
少
し
て
い
る

こ
の
時
期
に
新
た
な
大
型
公

園
設
置
予
算
案
は
、
町
財
政

を
一
層
悪
化
さ
せ
る
計
画
で
、

平
成
25
年
度
に
着
手
す
べ
き

事
業
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
う
い
う
考
え
で
実
行

し
よ
う
し
て
い
る
の
か
？

答　

国
の
補
助
金
を
活
用
し

平
成
28
年
ま
で
に
左
記
の
事

業
を
実
施
す
る
。

耐震補強する熊取町庁舎

問　

熊
取
町
庁
舎
の
耐
震
補

会
派
代
表
質
問

熊ト住ー
・業請岸広等

、
発ろ

熊取町のPRパンフレット
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問

問問

問

答

答

答

答

永
楽
墓
地
横
の
大
型
公
園

開
発
に
つ
い
て

熊
取
町
庁
舎
の
耐
震
補
強

に
つ
い
て

下
水
道
事
業
の
収
支
及
び

負
債
残
高
に
つ
い
て

事業名 総費用 町負担金

（仮称）えいらく公園 2.5億 1.0億

奥山雨山整備 0.5億 0.2億

大原公園整備 0.5億 0.2億

町内公整備等 1.4億 0.6億

合　計 4.9億 2.0億



問　

下
水
道
整
備
を
待
ち
望
む
声
が
大
き
い
。

答　

交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
、事
業
推
進
に
努
め
る
。

日
本
共
産
党　

坂
上　

巳
生
男

交
付
税
・
交
付
金
な
ど
の
減
額
は
？

公
園
の
整
備
計
画
は
？

新
政
ク
ラ
ブ　

田
中　

正
旗

活
用
で
水
洗
化
の
促
進
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
利

用
す
る
未
接
続
世
帯
に
水
洗

化
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

耐
震
診
断
の
結
果
と
耐

震
改
修
補
助
の
利
用
状
況
は
。

答　

平
成
23
年
度
は
診
断
15

件
中
、
構
造
評
点
1.0
以
上
が

１
件
、
1.0
未
満
２
件
、
0.7
未

満
12
件
。
24
年
度
は
21
件
中

1.0
以
上
１
件
、
0.7
未
満
20
件
。

診
断
補
助
の
利
用
は
13
年
度

か
ら
今
年
度
ま
で
で
87
件
利

用
が
あ
り
、
1.0
未
満
が
75
件

で
改
修
補
助
の
利
用
が
９
件
、

建
替
１
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

東
京
足
立
区
な
ど
耐
震

性
の
弱
い
老
朽
住
宅
に
解
体

補
助
を
設
け
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
検
討
求
め
る
。

答　

本
町
で
は
耐
震
改
修
補

助
を
30
万
上
乗
せ
し
た
。
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
。

墓
地
区
画
の
ニ
ー
ズ
が
、
都

市
計
画
法
の
面
積
要
件
以
下

の
ニ
ー
ズ
が
多
か
っ
た
の
で
、

墓
地
事
業
と
公
園
事
業
を
分

離
し
、
墓
地
事
業
を
単
独
で

整
備
し
、
公
園
事
業
は
単
体

の
整
備
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

な
か
っ
た
の
で
後
年
送
り
と

し
た
。

　

整
備
手
法
は
、
複
数
の
公

園
整
備
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、（
仮

称
）
え
い
ら
く
公
園
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
、

町
単
独
事
業
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
奥
山

雨
山
自
然
公
園
及
び（
仮
称
）

大
原
公
園
が
、
関
連
事
業
と

し
て
補
助
採
択
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
よ
り
効
率
的
、

効
果
的
に
実
施
で
き
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
公
園
施
設

の
改
築
・
更
新
も
効
率
的
に

行
え
る
も
の
で
す
。

　
　

新
年
度
の
予
定
で
は
、

人
口
普
及
率
は
76
・
７
％
。

近
隣
に
比
べ
進
ん
で
い
る
が
、

未
整
備
区
域
の
方
々
は
一
刻

も
早
い
整
備
を
と
待
ち
望
ん

で
い
る
。
臨
時
交
付
金
活
用

な
ど
で
整
備
促
進
求
め
る
。

　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
有
効
に
活
用
し
、
事

業
推
進
に
努
め
た
い
。
大
久

保
地
区
の
未
整
備
区
域
に
つ

い
て
は
、
岸
南
線
の
進
捗
状

況
を
見
な
が
ら
、
接
続
の
可

能
性
を
検
討
し
た
い
。

　
　

新
し
く
予
定
さ
れ
て
い

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

問　

公
園
整
備
に
お
け
る
町

の
各
計
画
へ
の
位
置
づ
け

は
？

答　

平
成
21
年
３
月
策
定
の

「
第
３
次
総
合
計
画
」、
平
成

22
年
３
月
策
定
の
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
及
び

公
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
基

本
計
画
を
定
め
た
「
み
ど
り

の
基
本
計
画
」、
さ
ら
に
は

「
第
３
次
総
合
計
画
」
の
基

本
構
想
を
具
体
化
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
３
年
間
の

「
第
３
次
実
施
計
画
」、
こ
れ

ら
の
各
計
画
に
位
置
づ
け
し

て
い
る
公
園
整
備
で
す
。

問　

公
園
整
備
の
背
景
・
整

備
方
法
・
整
備
内
容
・
整
備

手
法
は
？

答　
（
仮
称
）
え
い
ら
く
公

園
に
つ
い
て
の
整
備
の
背
景

は
、
平
成
14
年
９
月
、
都
市

公
園
法
に
基
づ
く
墓
地
公
園

の
実
施
に
向
け
、墓
地
用
地
・

公
園
用
地
を
取
得
し
、
事
業

推
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
が
、

　
　

平
成
25
年
度
は
道
路
整

備
計
画
の
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
東
和
苑
西
、
熊

取
駅
東
、
野
田
交
差
点
の
改

良
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

東
和
苑
西
交
差
点
に
つ

い
て
は
平
成
26
年
度
に
、
町

道
貝
塚
日
根
野
線
右
折
レ
ー

ン
設
置
の
た
め
の
用
地
取
得
、

工
事
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

他
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　
　

路
面
標
示
の
消
え
か

か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　

町
内
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
町
職
員
が
道
路
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
。引
き
直
し

の
必
要
な
個
所
は
年
４
回
、

発
注
し
て
い
る
。尚
、府
道
・

国
道
は
岸
和
田
土
木
事
務
所

に
連
絡
、「
止
ま
れ
」な
ど
の

規
制
標
示
は
警
察
に
連
絡
し
、

対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問　

歳
入
の
う
ち
公
務
員
の

給
与
削
減
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
減
額
以
外
に
交
付
税
や

交
付
金
な
ど
の
減
額
は
？

答　

地
方
交
付
税
は
、１
，０

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
各
種
譲
与
税
や
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
財

政
対
策
の
公
表
が
例
年
よ
り

遅
れ
た
関
係
で
、
予
算
編
成

時
に
反
映
で
き
な
か
っ
た
た

め
現
時
点
で
予
算
額
が
６
０

０
万
円
多
い
状
況
で
す
が
、

今
後
精
査
し
、
必
要
に
応
じ

て
予
算
の
補
正
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

交
差
点
改
良
の
見
通
し
は
？

民
間
住
宅
耐
震
化
の
促
進
を

会
派
代
表
質
問

消えかかっている路面表示

くまとり議会だより　平成25年5月発行  No.2115

問

問

問問

問

問

問問

問

答答答

答答

答

答答

答 下
水
道
整
備
促
進
求
め
る
！



町議会ホームページの紹介

町議会のホームページでは、議員名簿・
議会傍聴・請願と陳情・定例議会の日程・
質問など公開しています。また、会議録
の閲覧もできますのでご覧ください。

平
成
25
年
８
月
発
行
の
議
会
だ
よ
り
の

表
紙
に
使
用
す
る
写
真
を
公
募
し
ま
す
。

※
締
め
切
り
…
7
月
1
日

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■ 

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

写
真
募
集

熊取町議会 検索

　住民の皆様と議員との自由な意見交換ができるよう、議会基本条例に基づき
「議会報告会」を開催しています。
※この報告会は、区（自治会）単位で年１回開催しております。

皆様のご参加をお待ちしております
（お越しの際は議会だよりをお持ちください）

平 成 25 年 度 議 会報告会の予定

「
絆
」

　
　

写
真
提
供
：
山
の
手
台　

森も
り

脇わ
き

和か
ず

利と
し

様

議員名
（○班長）

5月実施予定地区・日時
3月議会報告

8月実施予定地区
6月議会報告

11月実施予定地区
9月議会報告

2月実施予定地区
12月議会報告

１
班

○ 服部　脩二

翠 松 苑…5月18日（土）午後7時
東 和 苑…5月26日（日）午後2時
長　　池…5月26日（日）午後7時

五門
大久保
高田

久保
熊取グリーンヒル
池の台

紺屋
青葉台
野田

坂上　巳生男

渡辺　豊子

奥野　博通

佐古　員規

２
班

○ 重光　俊則
大　　原…5月11日（土）午後7時
新 野 田…5月18日（土）午後1時
桜 が 丘…5月18日（土）午後6時30分

大宮
山の手台
南山の手台

小垣内
若葉
希望が丘
自由が丘

泉陽ヶ丘
水荘園
大久保サニーハイツ

鈴木　実

矢野　正憲

江川　慶子

３
班

○ 白間　泰男
朝　　代…5月12日（日）午前10時
公社熊取…5月12日（日）午後7時
美 熊 台…5月22日（水）午後7時30分

つばさが丘北・西
緑ヶ丘
五月ヶ丘

和田
成合
関空国際

つつじヶ丘
七山
小谷

田中　正旗

鱧谷　陽子

藤本　龍
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編 

集 

後 

記

　

大
変
だ
と
思
わ
れ
る
仕
事

で
も
、
習
慣
化
し
て
し
ま
え

ば
や
れ
る
も
の
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ま
さ
に
、こ
の「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
作
業
が

そ
う
で
あ
る
。

　

平
成
20
年
６
月
に
創
刊
号

を
発
行
以
来
、
丸
５
年
。
議

会
事
務
局
に
お
手
伝
い
頂
き

な
が
ら
も
、
編
集
会
議
は
議

員
だ
け
で
こ
な
し
て
き
た
。

　

当
初
２
か
月
か
か
っ
た

が
、
今
で
は
議
会
閉
会
後
１

か
月
で
発
行
し
て
い
る
。
ま

だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
も
多

い
が
、
貴
重
な
ご
意
見
、
励

ま
し
を
下
さ
る
モ
ニ
タ
ー
各

位
、
住
民
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

広
報
委
員
会　
　
　
　
　

　

委
員
長　

矢
野　

正
憲

　

副
委
員
長　

渡
辺　

豊
子

　

委　
　

員　

服
部　

脩
二

　

委　
　

員　

佐
古　

員
規

　

委　
　

員　

藤
本　
　

龍

　

委　
　

員　

重
光　

俊
則

　

委　
　

員　

坂
上
巳
生
男


